






























l止まったものを見ても分からない

広報班：止まっているシリコン、固体になったシリコンをどう触っても結晶粒は大きくなら

ない。それならいっそ、冷えて固まるプロセスに解決策があるのでは無いかと藤原さんは考

えた。それまでシリコン多結晶の成長に対して、時間軸を考慮に入れた実験はほとんど無

く、どのようなメカニズムで大きくなっていくのか分かっていなかったのだ。

藤原：爆発したシリコンを見て、成長プロセスを見ていくしか無いと思いました。その時、

たまたま多元研（東北大学多元物質科学研究所）に、鉄の凝固過程を観察している人が居

て、その装置を使わせてもらったところ、これはシリコン成長にも応用できる手応えがあっ

た。それで中嶋先生に相談して、実験装置を作るお金を工面してもらってシリコンの凝固過

程の観察に適したオリジナルな実験装置を作ったんです。シリコンは、液体では金属の性

質、固体では半導体の性質を持っていて、成長界面（溶けている部分と固まっている部分の

境目）が非常に観察しやすい。いろんな冷却速度で成長過程を観察しましたが、しばらくの

間は、結晶粒の大きな多結晶作成に役に立ちそうな実験結果が、跳ね返ってきませんでし

た。

；令却

広報班：キャスト法（入れ物の中で冷やし

固める方法）では、一般的に、結晶粒を大

きくすることは難しいと言われている。左

の図を見て欲しい。普通の方法ではこのプ

ロセスのように、良いシリコン多結晶を作

溶けたシリコン 雷昇臣青讐 昇塁嘉贄誇 成するごとは困難である。それで登場する

全体としては特性が良くない欠陥の多いインゴットとなる。 のが『デンドライト利用キャスト法』であ

藤原：デンドライト利用キャスト法発見の発端

は、一緒に実験をしていた学生が持ってきたデー

タでした。私たちの装置では、結晶成長する過程

を直接観察すると同時にビデオテープに録画して

います。いろんな冷却速度で結晶成長を試してい

たのですが、あるとき学生が実験したビデオを夜

中に一人寂しく見ていたら、 1つの結晶粒がルツ

ボの側壁面に沿って、急速に大きく成長していた

んです。これは面白いなと思って、当時の先輩に

話しましたが、 『そんな再現性の無いものは、使

い物にならない』と言われました。しかしこれが

る。










